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海街 Library12 月号 
～あなたの本棚 うしぶかとしょかん～ 

「空寒く冬となる」季節で、今年も残り少なくな

りました。師走になればあちこちで初雪が降り暖

かい天草地方でも風の冷たさが身に沁みて来ま

す。 

紅葉（黄葉）していた木々からも次々と葉が散

り出し、「山眠る」準備に入っているようです。しか

し冬の庭には南天、千両万両が赤い実をつけ明

るさを感じます。山茶花や椿なども沿道に咲き誇

り、根元に散った花びらは殊の外美しく、じゅうた

んを敷き詰めたかのようです。 

人々は３年ものコロナ禍で、感染防止が習慣化

したのか何となく今の生活に慣れてしまったよう

です。手洗い消毒、マスク着用も苦にもせず、制

限された中でささやかな楽しみや生きがいを見

つけて日々暮らしておられるようです。 

先日、熊日の読者ひろばに「私の一冊」のテー

マで投稿記事が掲載されていました。私が大事に

している一冊と全く同じ本が紹介されていて、同

じ思いの人が居るんだと驚き、嬉しく思いました。

それは『生きがいについて』（神谷美恵子／著）

です。３０代の時購入し、読んでは本棚への繰り

返しで約４０年間手元に持っているものです。

所々黄色の蛍光ペンで線が引かれていて、ある

一行には「日常のささやかな暮らしの中にも感じ

取る心さえあれば多くの精神の喜びがある」と記

してあります。若かりし頃の私はここに感銘し、今

日までの私を導いてくれた一行だったのでしょう。 

数年前、読み聞かせの先輩が亡くなった時、家

族がお棺の中に一冊の本を入れられたことを思

い出しました。それは中学生に何度も読み聞かせ

して、ボロボロになった『ベーブ・ルース』という

単行本でした。 

皆さんの「私の一冊」はなんでしょうか。 

【文・牛深図書館長】 

11 月 29日（火）・30日（水）     牛深図書館 

蔵書点検のご協力 
ありがとうございました 

館内の整理をはじめ、本や雑誌が破れていない

かまたは無くなっていないかなど点検を行いま

した。 

12月 1日（木）からは平常通り開館しています。 

 

※年末年始休館のお知らせ※ 
今年も牛深図書館をご利用いただき、ありが

とうございました。 

2022 年 12 月 2９日（木） 
～2023 年 1 月３日（火） 

は休館いたします。 
 

新年は 1 月４日（水）午前 9 時から通常通り

開館いたします。休館中は返却ポストをご利

用ください。 

 

❅ふゆのおはなし会❅ 

【期日】2023年 1月 29日（日） 

【時間】10:30～ 2階 和室にて 

【おはなしする人】読聞読聞輪組輪組（どきどき

わくわく）なかまのみなさん 

※同日午後 13時 30分からは「かたりの交流会」

を開催します 

リサイクル図書の場所が 
変わりました 

ご自由にお持ち帰りいただける「リサイクル図

書」コーナーが総合 

センター玄関横にお 

引っ越ししました。 

※図書館への返却は 

必要ありません 



【休館日】12 月 5 日（月）、12 日(月)、19 日(月)、26 日(月)、29 日(木) ～31 日(土) 

１月１日（日）～3 日（火） 

   

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

                               

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

・『みかんくんがね…』 

とよたかずひこ／さく・え 

・『ゆきのげきじょう』     荒井良二／作 

・『おばけたまごはチョーきけん!』 

むらいかよ／著 

・『トンネルのサバイバル』 パク・ソンイ／文 

・『黒田長政』  加来耕三／企画・構成・監修 

・『レイチェル・カーソン物語』 

ステファニー・ロス・シソン／文・絵 

児童 
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・『変な絵』            雨穴／著 

・『プリテンド・ファーザー』  白岩 玄／著 

・『家康と信康』        岳 真也／著 

・『眞野先生。本が傷んだら修理するだけじゃダ

メってホント?』       眞野節雄／監修 

・『日本でいちばん大切にしたい会社 8 巻』 

坂本光司／著 

・『おあげさん』        平松洋子／著 

・『税金で買った本 4 巻』   ずいの／原作 

 

一般 

～おすすめ本紹介～ 

「月の光の届く距離」 宇佐美まこと／著 

 真面目な女子高生が予期しない妊娠をしてしまい、両親からも交際相手からも見放されて家出

し路頭に迷ってしまう。夜の繁華街をうろついていると風俗店で働くよう招き入れられたりもし

た。そこに街をさまよう子ども達を助ける活動をしている女性に声を掛けられ、妊娠して出産す

るまで働ける場所を紹介してもらえることに。その職場で出会った人達は養子縁組や里親制度を

使っていろんな理由で家族と離れ、他人だった人達が一緒に暮らしていた。 

女子高生は出産を迎えお腹の赤ちゃんをどうするか、様々な人々と関わっていくうちに色々悩

み、やがて想いが変わっていく。育てたくても育てられない、生きていけない。傷ついた子ども

に寄りそう人達の姿が描かれており、児童虐待や DVなど、今の時代に多い問題が取り上げられ

読みごたえのある一冊でした。                  （牛深図書館利用者様） 

 

サンタくじ 
１０冊以上の貸出で１回引くことが

でき、くじを開いて当たりが出た

ら景品をプレゼントします。この機

会に本を読んでみませんか？ 

 

【図書館利用にあたってのお願い】 
・入館・退館の際のアルコール消毒  ・マスクの着用  ・こまめな手洗い ・マイバッグの持参 

皆様のご理解とご協力をお願いいたします 

新着図書 

※景品が無くなり次第終了します 

～今月の特集展示～ 

【一般】  
・年末年始の準備お手伝いします！ 

・心をこめて年賀はがき 

・サッカーワールドカップ など 

【児童】 

・季節の絵本（クリスマス・お正月） 

・読み聞かせボランティアおすすめ本 

市役所各課とのコラボ展示 

恐竜の島博物館推進室 
×天草市立図書館 

恐竜の島博物館推進室 
コラボコーナー 

 


